
さりげなく存在を伝える
つながり感通信

大リーグでのイチロー選手の活躍は

個人的にも嬉しいニュースだが、とれ

を除けば最近は暗いニュースばかりが

やたらと多い。米国を襲った悲惨なテ

ロによって世界中が震揺し、その後の

アフガニスタン情勢や炭痘菌事件の広

がりに、世界中が固唾(かたず)を呑

んでいる。日本で也、回復する気配の

ない経済不況に加えて、狂牛病騒ぎで

ある。 TVをBGM代わりにしているな

がらTVの常習犯ではある由主最近のTV

ニュースには少々嫌気が差し、チャン

ネJレを変えたくなる乙とも度々である。

気晴らしに外に出ると、こんな時で

も自然が気分を和らげてくれる。今年

の秋は気候にも恵まれて、乙lまれ種か

ら2mを超えて大きく育ったコスモス

の群生が満開だし、その根元にはすで

にレンゲが密生している。家庭菜園の

冬野菜也、ダイコン、白菜からホウレ

ンソウに至るまで、 εれも順調に育っ
ている。豊かな自然に接していると、

暗いニュースでムシャクシャした気分

也晴れてくるから不思議なものだ。

そして、とんな自分を観(み)てい

ると、人間は周囲環境から大きな影響

を受ける感性(感覚および樹音)の動
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物だとの思いを強くする。人間の人間

たる所以は理性にあると言われるが、

人間がより人間らしくあるために重要

なのは感性かも知れない。

とのような観点から、コミュニケー

ション技術についても、人間の感性に

重きを置いた研究が進められている。

最近では、電話や電子メーJレを凌駕す

る感性豊かなコミュニケーションをめ

ざして、人の存在をさりげなく伝える

“つながり感通信"の実証実験が行わ

れている。

“つながり感通信"というと、テレ

パシーか何かと勘違いされそうだが、

もちろん、そんな非現実的な話ではな

い。二階から足音や物音が聞こえれば、

直接に言葉を交わさなくても何をして

いるのかが大体は想像できるが、これ

を通信で実現しようとするのが“つな

がり感通信"である。人の存在情報や

環境情報など、人が日常生活において

無意識のうちに発している“手がかり

情報"を常に通信し合う乙とで、遠く

離れている相手が身近に感じられ、安

心感や幸福感が醸成できるという新し

いコミュニケーションスタイルの提案

である。

実証実験は、電脳村として有名な富

山県山田村の協力を得て、山田村とそ

こから遠く離れて暮らしている家族

(両親と息子夫婦など)を対象として

行われている。具体的には、超音波

(距離)センサと赤外線(熱源)セン

サを内蔵した“F国凶lyPl田 ter"と呼

ばれる端末を用いて、その近くにいる

人の存在情報を検知し、光や動きとし

て、相手側の“FamilyPlanter"端末

に伝えている。さりげなく存在を伝え

ることで、“つながり感"が醸成され、

あたか也同居しているような感覚が得

られるのかどうか。社会科学的にも大

きな関心が持たれている。

コミュニケーションは人間社会のす

べての基本である。最近では、毎日の

ように電子メールを使っているが、相

手の雰囲気や感情などの'手がかり情

報"まではなかなか伝わってこない。

“つながり感通信"を手始めとする感

性豊かなコミュニケーションの実現

が、新しいライフスタイJレ掛値する

だけでなく、ひいては、豊かで平和な

人聞社会の実現にも貢献するととを祈

りたい。
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